
一
〇
七

会員の広場

会
　
員
　
の
　
広
　
場

「
句
会
・
漆
の
実
」の
活
動

　

当
句
会
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
猛
威
の
た
め
低
調
に
終
始
し
ま
し

た
。
二
月
ま
で
は
開
催
し
ま
し
た
が
、
三
月
以
降
は
状
況
が
一
変

の
た
め
休
会
と
し
、
六
月
に
一
旦
再
開
し
た
も
の
の
、
会
員
の
安

全
を
考
慮
し
年
内
は
休
止
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
今
年
の
三
回

の
句
会
に
は
次
の
よ
う
な
句
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
氏
名
・
五
十
音
順
）

道
着
肩
に
現
わ
る
る
娘
や
初
稽
古　
　
　
　
　
　

大
田　

甘
美

水
切
り
の
七
八
連
や
青
葉
風　
　
　
　
　
　
　
　

片
山　

丹
波

柚
餅
子
み
な
土
の
色
か
な
春
一
番　
　
　
　
　
　

小
山
八
州
史

と
き
の
け
の
街
に
卯
の
花
腐
し
か
な　
　
　
　
　

佐
野　
　

眞

一
筆
箋
め
い
て
紫
陽
花
ひ
と
葉
散
る　
　
　
　
　

濱
田　

扇
風

笑
む
地
蔵
四
葩
の
径
の
青
の
濃
さ　
　
　
　
　
　

松
原　

薫
子

　

な
お
、
長
年
に
わ
た
り
力
作
を
発
表
さ
れ
、
当
会
に
絶
大
な
尽

力
を
下
さ
っ
た
池
田
弁
之
助
氏
は
体
調
管
理
の
た
め
一
時
休
会

中
。登
坂
か
り
ん
氏
は
所
用
が
重
な
っ
た
た
め
欠
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
特
筆
す
る
こ
と
は
、「
二
〇
一
九
年
度
・
自
選
句
集
」

が
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　

鈴
木
淳
一
主
宰
の
ご
逝
去
の
あ
と
は
、小
山
八
州
史
が
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
会
員
の
協
力
の
も
と
今
日
ま
で
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
自
選
句
集
か
ら
次
の
よ
う
な
佳
句
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

富
士
登
頂
風
に
諦
め
夏
終
る　
　
　
　
　
　
　
　

大
田
　
甘
美

陽
春
や
羅
漢
五
百
の
人
い
き
れ　
　
　
　
　
　
　

片
山
　
丹
波

縛
り
あ
る
缶
の
銭
箱
冬
菜
売
る　
　
　
　
　
　
　

小
山
八
州
史

夏
の
暮
影
法
師
追
い
て
け
ん
け
ん
ぱ　
　
　
　
　

佐
野
　
　
眞

檀
家
代
表
空
席
の
ま
ま
彼
岸
寺　
　
　
　
　
　
　

登
坂
か
り
ん

枝
渡
る
寒
の
小
鳥
の
重
み
か
な　
　
　
　
　
　
　

濱
田
　
扇
風

嵐
過
ぐ
港
一
変
月
凄
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
原
　
薫
子

　

な
お
、
本
年
二
月
、
か
つ
て
句
会
の
連
衆
と
し
て
飄
逸
な
句
風
、

評
論
を
も
っ
て
楽
し
ま
せ
て
く
だ
さ
っ
た
松
坂
六
儀
氏
ご
逝
去
の

知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昼
日
中
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
一
寝
入
り　
　
　
　
　

松
坂
　
六
儀　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
小　

山　

八
州
史
・
報
】



一
〇
八

会員の広場

萬
世
大
路
が

「
未
来
に
伝
え
る
山
形
の
宝
」
に
登
録

は
じ
め
に

　

令
和
二
年
二
月
五
日
、
山
形
県
庁
に
お
い
て
、
吉
村
美
栄
子
知

事
か
ら
萬
世
大
路
が
「
未
来
に
伝
え
る
山
形
の
宝
」
と
し
て
の
登

録
証
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
萬
世
大
路
保
存
会
と
し
て
誇
り
に
思

っ
て
い
ま
す
。

　

改
め
て
萬
世
大
路
の
す
ば
ら
し
さ
を
紹
介
し
ま
す
。
栗
子
山
の

大
自
然
の
素
晴
ら
し
い
魅
力
と
、
明
治
の
土
木
偉
業
の
偉
大
さ
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
三
島
通
庸
山
形
県
初
代
県
令
の
土
木
県
令
と
言

わ
れ
る
所
以
で
も
あ
り
ま
す
。
昨
年
と
う
ほ
く
街
道
会
議
が
福
島

県
担
当
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
講
師
平
沼
氏
か
ら
廃

道
の
聖
地
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
、
廃
道
マ
ニ
ア
は
こ
こ
を
訪
れ
な

け
れ
ば
マ
ニ
ア
と
は
言
え
な
い
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年

十
月
に
萬
世
大
路
に
関
わ
る
明
治
十
四
年
開
通
の
馬
車
の
通
れ
る

隧
道
、
昭
和
十
二
年
の
自
動
車
道
の
大
改
築
、
昭
和
四
十
一
年
の

冬
季
も
通
行
可
能
な
栗
子
ハ
イ
ウ
ェ
イ
、
平
成
二
十
九
年
開
通
の

東
北
中
央
自
動
車
道
（
高
速
道
路
）
と
四
代
の
映
像
を
取
り
入
れ

梅　

津　

幸　

保

た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
山
形
の
宝
登
録
を
記
念
し
て
制
作
し
ま
し
た
。
大
好

評
で
、
二
〇
〇
部
は
完
売
し
ま
し
た
。
今
追
加
の
手
続
き
を
し
て

い
ま
す
。
少
し
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
希
望
者
は
事
務

局
の
万
世
コ
ミ
セ
ン
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
二

三
八–

二
八–

五
三
八
一
。
一
部
一
〇
〇
〇
円
＋
送
料
一
八
〇
円
振

込
用
紙
を
入
れ
て
送
り
ま
す
。）　

一　
「
萬
世
」
と
い
う
地
名
に
つ
い
て

　

明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
七
月
八
日
市
町
村
制
施
行
に

よ
り
、
周
辺
の
梓
山
村
、
桑
山
村
、
金
谷
村
、
堂
森
村
、
片
子

村
が
合
併
し
て
萬
世
村
と
な
っ
た
。
昭
和
二
十
九（
一
九
五
四
）

年
米
沢
市
と
合
併
し
て
米
沢
市
万
世
町
と
な
る
。
平
成
十
一

（
一
九
九
九
）
年
に
片
子
地
区
が
東
部
地
区
に
編
入
さ
れ
、
刈

安
、
梓
山
、
桑
山
、
牛
森
、
堂
森
、
金
谷
地
区
が
万
世
地
区
と

な
る
。　

二　
「
萬
世
」
の
由
来

　

中
国
の
古
典
に
四
書
五
経
と
言
わ
れ
る
書
籍
が
あ
り
、
そ
の

中
の
尚
書
（
教
書
）
の
一
部
に
「
萬
世
永
頼
惟
汝
功
」
と
い
う

文
章
が
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
天
皇
が
三
島
通
庸
山
形
県
令
の
栗

子
隧
道
開
鑿
の
業
績
を
大
変
良
く
で
き
て
い
る
と
お
褒
め
に

な
っ
た
言
葉
で
あ
る
。
明
治
天
皇
か
ら
明
治
十
五
年
一
月
に
新

道
を
「
萬
世
大
路
」
と
命
名
さ
れ
た
。
萬
世
と
い
う
地
名
が
明



一
〇
九

治
二
十
二
年
に
初
め
て
で
き
た
。

三　

萬
世
大
路
の
長
さ

　

米
沢
市
の
相
生
橋
か
ら
福
島
市
ま
で
約
四
十
八
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
が
三
か
所
、
橋
が
七
か
所
あ
る
。
栗
子

山
の
高
さ
は
一
，
二
一
六
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
標
高
八
八
四
メ
ー

ト
ル
の
と
こ
ろ
に
八
六
七
メ
ー
ト
ル
（
四
八
二
間
）
の
ト
ン
ネ

ル
を
掘
っ
た
。
こ
れ
が
栗
子
山
隧
道
で
あ
る
。
そ
の
他
に
刈
安

洞
門
と
二
つ
小
屋
隧
道
が
あ
る
。
橋
は
相
生
橋
、
吾
妻
橋
（
万

世
橋
）、
瀧
の
小
橋
、
瀧
岩
上
橋
、
杭
甲
橋
、
大
平
橋
、
烏
川

橋
が
あ
る
。

四　

栗
子
山
隧
道
に
つ
い
て

　

明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
十
月
十
五
日
か
ら
一
週
間
高
木
秀

明
土
木
課
長
ら
が
現
地
調
査
。
明
治
九
年
十
一
月
二
十
五
日
工

事
着
工
す
る
（
完
成
予
定
は
明
治
十
年
十
一
月
と
す
る
）。
当

時
の
ト
ン
ネ
ル
堀
は
手
掘
り
で
あ
り
、
鉄
の
ノ
ミ
と
金
づ
ち
で

あ
っ
た
。
幅
三
間
（
約
五
，三
メ
ー
ト
ル
）、高
さ
二
間
（
約
三
，

六
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
り
荷
馬
車
が
通
れ
る
道
路
と
し
た
。
勾
配

は
平
均
九
％
で
あ
っ
た
。
手
掘
り
の
工
事
は
難
航
し
て
進
ま
な

か
っ
た
の
で
、
三
島
県
令
は
、
世
界
に
三
台
し
か
な
か
っ
た
蒸

気
削
岩
機
を
買
い
入
れ
て
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
仕
掛
け
て
工
事

を
進
め
た
。
結
果
は
工
事
が
進
み
、
明
治
十
三
年
十
一
月
十
九

日
に
貫
通
し
た
。

　

そ
の
後
一
年
を
か
け
て
沿
道
を
整
備
し
、
明
治
十
四
（
一
八

八
一
）
年
十
月
三
日
、
明
治
天
皇
が
東
北
御
巡
幸
の
時
こ
こ
を

お
通
り
に
な
り
開
通
式
を
行
っ
た
。
今
年
で
一
三
九
年
、
初
代

の
隧
道
。

五　

宿
場
と
交
通
の
状
態

　

栗
子
山
隧
道
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
梓
山
に
一
軒
、
刈

安
に
三
軒
、
瀧
の
澤
に
一
軒
、
栗
子
山
隧
道
前
に
二
軒
の
宿
屋

が
で
き
て
繁
盛
し
た
。
当
時
の
記
録
で
は
、
一
日
の
交
通
量
は

人
七
十
～
一
一
二
人
、
荷
車
十
～
二
十
七
台
、
馬
五
～
十
七
匹

で
当
時
と
し
て
は
相
当
の
賑
わ
い
で
あ
っ
た
（
電
気
の
な
い
時

代
の
真
っ
暗
な
ト
ン
ネ
ル
を
ど
の
よ
う
に
し
て
通
っ
た
か
）。

　

道
路
の
補
修
や
雪
道
の
雪
ふ
み
に
は
囚
人
た
ち
が
作
業
に

当
た
っ
た
。
そ
れ
も
西
南
の
役
で
投
獄
さ
れ
た
鹿
児
島
の
三
島

の
先
輩
た
ち
で
あ
っ
た
。
三
島
県
政
を
助
け
た
と
い
わ
れ
る
。

六　

鉄
道
の
開
通

　

福
島
〜
米
沢
間
の
鉄
道
が
開
通
し
た
の
は
、
明
治
三
十
二

（
一
八
九
九
）
年
五
月
十
五
日
で
あ
っ
た
（
栗
子
山
隧
道
開
通

後
十
八
年
）。
人
、
物
資
の
輸
送
は
鉄
道
に
代
わ
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
か
ら
は
栗
子
山
隧
道
を
通
る
人
は
い
な
く
な
っ
た

（
汽
車
賃
の
な
い
人
が
歩
い
て
通
る
程
度
）。
宿
も
廃
業
と
な
っ

会員の広場
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一
〇

た
。

七　

自
動
車
の
普
及
に
よ
る
道
路
改
築

　

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
な
っ
て
自
動
車
が
普
及
し
た
の

で
、
栗
子
山
隧
道
の
幅
を
広
げ
て
自
動
車
が
通
れ
る
道
路
に
大

改
築
し
た
。
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
三
月
に
完
成
し
自
動

車
が
通
れ
る
よ
う
に
な
り
便
利
に
な
っ
た
（
三
十
八
年
ぶ
り
に

栗
子
隧
道
が
通
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）。
し
か
し
、
冬
期
間
は

除
雪
が
間
に
合
わ
ず
不
通
で
あ
っ
た
。
二
代
目
の
ト
ン
ネ
ル
。

八　

現
栗
子
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
建
設

　

米
沢
市
に
と
っ
て
は
冬
期
間
も
通
れ
る
道
路
が
必
要
と
な

っ
た
。
国
に
働
き
か
け
て
昭
和
三
十
六
年
か
ら
東
栗
子
ト
ン
ネ

ル
と
西
栗
子
ト
ン
ネ
ル
を
持
つ
現
栗
子
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
建
設

を
進
め
た
。
五
年
の
歳
月
が
か
か
り
昭
和
四
十
一（
一
九
六
六
）

年
五
月
二
十
九
日
に
開
通
し
た
。
今
年
五
十
四
年
目
。
三
代
目

の
ト
ン
ネ
ル
。

九　

東
北
中
央
自
動
車
道
の
開
通

　

現
在
の
高
速
道
路
は
東
北
中
央
自
動
車
道
と
し
て
建
設
さ

れ
た
。
福
島
県
相
馬
市
か
ら
米
沢
、
山
形
を
通
っ
て
秋
田
ま
で

の
道
路
で
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
四
日
に
福
島
〜
米
沢
間
が

開
通
し
た
。
時
間
は
今
ま
で
の
四
十
分
か
ら
二
十
分
で
行
け
る

よ
う
に
な
り
、無
料
の
高
速
道
路
で
あ
る
。
栗
子
ト
ン
ネ
ル
は
、

八
九
七
二
メ
ー
ト
ル
あ
り
全
国
で
五
番
目
の
長
さ
で
あ
る
。
四

代
目
の
ト
ン
ネ
ル
。

十　

萬
歳
の
松
公
園
に
つ
い
て

　

万
世
小
学
校
の
校
歌
の
歌
詞
二
番
に
「
い
に
し
明
治
の
十
四

年
十
月
三
日
の
駐
輦
（
ち
ゅ
う
れ
ん
）
を
あ
お
ぎ
ま
つ
り
し
み

跡
に
て
い
と
も
と
う
と
き
庭
な
る
ぞ
」
が
あ
る
。
又
、
明
治

天
皇
が
御
休
憩
さ
れ
た
こ
の
観
音
原
（
元
万
世
小
学
校
の
庭
）

に
、
町
村
合
併
を
記
念
し
て
明
治
天
皇
御
休
憩
跡
地
に
明
治

二
十
二
年
、
松
の
木
を
植
え
た
。
こ
れ
が
平
成
二
十
一
年
三
月

十
七
日
に
山
形
県
景
観
重
要
樹
木
第
一
号
に
指
定
さ
れ
た
萬

歳
の
松
で
あ
る
。
平
成
三
十
年
十
一
月
四
日
市
が
都
市
公
園
と

し
て
整
備
し
た
。
明
治
二
十
八
年
四
月
に
は
『
駐
輦
の
碑
』
が

建
立
さ
れ
た
（
輦
は
鳳
輦
と
云
っ
て
天
皇
の
お
車
で
あ
る
）。

十
一　

記
念
碑
公
園
に
つ
い
て

　

平
成
二
年
十
一
月
に
開
園
さ
れ
た
萬
世
大
路
記
念
碑
公
園

（
国
道
十
三
号
刈
安
地
区
）
に
は
、
萬
世
大
路
に
立
て
ら
れ
た

明
治
天
皇
に
関
わ
る
記
念
碑
や
工
事
改
築
の
記
念
碑
、
栗
子
神

社
碑
が
移
設
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
隧
道
の
手
掘
り
の
跡
の
レ

プ
リ
カ
な
ど
が
あ
る
。
そ
し
て
、栗
子
隧
道
西
口
に
あ
っ
た「
栗

子
隧
道
碑
記
」
の
碑
は
、
平
成
三
十
年
四
月
二
十
日
に
道
の
駅

米
沢
に
移
設
し
た
。

会員の広場



一
一
一

※
１　

散
策
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

　

萬
世
大
路
散
策
マ
ッ
プ
は
萬
世
大
路
を
楽
し
み
な
が
ら
散

策
で
き
る
よ
う
、
た
く
さ
ん
の
樹
木
や
珍
し
い
山
野
草
も
紹
介

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
歴
史
の
道
土
木
遺
産
萬
世
大
路
保
存
会
会
長
）

高橋由一画　栗子山隧道西口図
山形大学付属博物館蔵

昭和12年大改築の栗子隧道西口

昭和41年５月29日開通栗子ハイウェイ西口平成29年11月４日開通の東北自動車道
西口（米沢側）と避難抗口（左）

会員の広場
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日
本
の
有
機
化
学
の

黎
明
期
に
お
け
る
研
究

と
し
て
、「
漆
成
分
の

研
究
」が
有
名
で
あ
る
。

日
本
発
の
最
初
の
本
格

的
有
機
化
学
研
究
と
い

っ
て
よ
い
。
こ
の
研
究

は
明
治
三
十
八
年
に
東

京
帝
国
大
学
理
科
大
学
化
学
教
室
で
、眞
島
利
行
助
教
授
（
当
時
）

と
米
沢
出
身
の
学
生
長
俊
一
氏
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
長
俊
一

氏
に
つ
い
て
は
、
松
野
良
寅
著
『
興
譲
館
人
國
記
』（
１
）
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
こ
に
語
ら
れ
て
い
な
い
研
究
と

そ
の
周
辺
を
紹
介
す
る
。

　

平
成
五
年
十
一
月
、
眞
島
利
行
東
北
帝
国
大
学
教
授（
２
）
を
記
念
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
日
本

会員の広場

漆
成
分
の
研
究
に
携
わ
っ
た
長
俊
一

甲　
　
　

國　

信

の
有
機
化
学
の
黎
明
期
に
お
け
る
歴
史
的
研
究
と
言
え
る
「
漆
成

分
の
研
究
（
ウ
ル
シ
オ
ー
ル
の
研
究
）」
を
は
じ
め
と
す
る
先
生

の
数
々
の
業
績
に
対
し
て
は
、
昭
和
二
十
四
年
文
化
勲
章
が
授
与

さ
れ
、
近
代
日
本
の
開
拓
者
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。（
３
）

　

記
念
講
演
で
は
、「
眞
島
先
生
と
日
本
の
有
機
化
学
の
夜
明
け
」

と
の
題
で
、
東
北
大
学
に
お
け
る
最
後
の
弟
子
で
あ
る
久
保
田
尚

志
先
生
（
大
阪
市
立
大
名
誉
教
授
、
昭
和
七
年
卒
、
学
士
院
賞
受

賞
者
）
が
話
さ
れ
た
。（
４
）　

久
保
田
先
生
の
講
演
は
大
変
興
味
深

い
も
の
で
、
眞
島
先
生
は
有
機
化
学
を
独
学
で
勉
強
し
た
こ
と
、

よ
ち
よ
ち
歩
き
を
は
じ
め
た
日
本
の
有
機
化
学
が
、
世
界
と
競
争

で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
何
が
必
要
か
を
知
る
た
め
に
、
大
研
究

の
研
究
と
称
し
て
世
界
の
大
家
の
論
文
を
読
み
漁
っ
た
こ
と
な
ど

が
語
ら
れ
た
。
漆
を
研
究
対
象
に
選
ば
れ
た
理
由
は
、
日
本
の
漆

工
芸
の
素
晴
ら
し
さ
は
世
界
に
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
世
界
の
研

究
者
か
ら
注
目
を
得
や
す
い
と
思
っ
た
こ
と
、
他
国
の
研
究
者
よ

り
も
材
料
の
入
手
し
や
す
さ
の
点
で
有
利
と
考
え
た
点
に
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
精
製
し
や
す
い
結
晶
を
対
象

に
す
る
の
が
普
通
の
時
代
、
敢
え
て
油
状
物
質
を
研
究
対
象
に
選

ぶ
こ
と
は
か
な
り
の
冒
険
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

眞
島
先
生
と
卒
業
研
究
の
学
生
長
俊
一

　

次
に
示
し
た
括
弧
内
の
文
章
は
、
久
保
田
先
生
が
ス
ラ
イ
ド
で

横
浜
国
立
大
学
付
属
図
書
館
蔵
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示
し
た
眞
島
先
生
の
自
伝
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
ス
ラ
イ
ド
で
私

は
長
俊
一
氏
を
初
め
て
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
私
は
明
治
三
十
九
年
の
卒
業
生
の
時
か
ら
、
全
部
の
学
生
が

卒
業
前
に
必
ず
何
か
研
究
し
て
其
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
を
池
田

教
授
に
進
言
し
て
其
賛
成
を
得
て
其
の
以
降
は
之
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。
之
が
漸
次
他
の
大
学
に
も
行
わ
れ
て
今
日
に
及
ん
で
居

る
の
で
あ
る
。
併
し
私
の
如
き
若
輩
の
助
教
授
に
は
誰
も
指
導
を

乞
う
ま
い
と
思
っ
た
の
に
、
長
俊
一
君
が
私
の
指
導
を
受
け
る
こ

と
を
申
出
ら
れ
た
。
そ
こ
で
漆
の
乾
留
（
５
）
を
長
君
の
卒
業
研
究

と
し
て
、
同
君
と
共
に
之
を
行
っ
た
の
は
甚
だ
う
れ
し
い
こ
と
で

あ
っ
た
。
上
記
の
研
究
を
遂
行
し
て
、
後
に
長
君
と
連
名
で
獨
逸

化
学
会
誌
（
６
ａ
）、
東
京
帝
大
理
科
紀
要
及
び
東
京
化
学
会
誌
（
６
ｂ
）

等
へ
発
表
し
た
。
こ
れ
が
私
の
漆
に
関
す
る
最
初
の
報
告
と
な
っ

た
の
で
あ
っ
た
。」

　

眞
島
先
生
の
自
伝
の
中
で
、
特
定
の
学
生
に
つ
い
て
こ
れ
ほ
ど

詳
し
く
語
ら
れ
た
箇
所
は
他
に
な
い
。

　

こ
の
長
俊
一
と
い
う
名
前
に
長
俊
英
元
米
沢
市
長
（
講
演
の
あ

っ
た
平
成
五
年
当
時
は
高
橋
幸
翁
市
長
）
と
の
関
連
が
頭
を
よ
ぎ

っ
た
。
元
市
長
の
父
上
は
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
研
究
で
有
名
な
浜

松
高
等
工
業
学
校
の
校
長
を
さ
れ
た
方
と
父
か
ら
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
、
電
子
工
学
関
係
の
方
と
思
っ
て
い
た
が
、
ひ
ょ
っ
と
す
る

と
化
学
を
専
門
と
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
講
演
を
終
え
て
降

壇
さ
れ
た
久
保
田
先
生
に
長
氏
と
は
ど
ん
な
方
か
お
尋
ね
し
た
と

こ
ろ
、
東
大
時
代
の
お
弟
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
手
が
か
り
が
な
く

て
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
の
こ
と
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
米
沢
の
方
か

も
し
れ
ま
せ
ん
と
申
し
上
げ
た
ら
、
君
、
調
べ
て
く
れ
な
い
か
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
俊
英
氏
に
電
話
し
て
久
保
田
先
生
の
講
演

の
こ
と
を
話
し
、
父
上
か
ど
う
か
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
確
か
に

そ
う
だ
と
の
こ
と
で
、
こ
の
時
点
で
長
俊
一
氏
は
私
に
と
っ
て
長

俊
一
先
生
と
な
っ
た
。
郷
里
出
身
の
有
機
化
学
の
大
先
輩
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
曽
孫
世
代
で
は
あ
る
が
、
私
も
眞
島
先
生
に
繋

が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。久
保
田
先
生
に
は
す
ぐ
に
報
告
し
た
。

　

長
先
生
は
明
治
十
四
年
生
ま
れ
。
明
治
三
十
二
年
米
沢
尋
常
中

学
興
譲
館
を
卒
業
後
、
仙
台
の
第
二
高
等
学
校
に
進
み
、
さ
ら
に

東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
化
学
科
に
進
学
、
眞
島
先
生
と
出
会
っ

た
。
卒
業
研
究
が
行
わ
れ
た
明
治
三
十
八
年
は
、
前
年
に
始
ま
っ

た
日
露
戦
争
が
続
い
て
お
り
、
ま
た
、
夏
目
漱
石
が
「
我
輩
は
猫

で
あ
る
」
を
発
表
し
た
年
で
も
あ
る
。

　

長
先
生
は
良
き
指
導
者
を
得
て
、
学
部
の
卒
業
研
究
が
世
界
の

一
流
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
と
い
う
、
研
究
者
と
し
て
こ
の
上
な
い

ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
明
治
三
十
九
年
春
の
卒
業
後
は
、
引
き
続
き

大
学
院
に
進
学
し
研
究
を
続
け
た
。
し
か
し
、
指
導
教
官
の
眞
島
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先
生
が
翌
四
十
年
一
月
か
ら
欧
州
に
留
学
す
る
こ
と
に
な
り
、
同

年
四
月
に
大
学
院
を
退
学
し
広
島
高
等
師
範
学
校
教
授
と
し
て
赴

任
し
た
。

広
島
高
等
師
範
学
校
時
代

　

十
一
年
間
の
広
島
高
師
時
代
の
先
生
に
つ
い
て
、
資
料
を
探
し

た
と
こ
ろ
、国
会
図
書
館
の
所
蔵
資
料
に
六
冊
の
著
書
が
あ
っ
た
。（
７
）

『
普
通
教
育　

化
学
教
科
書
』（
７
ａ
）
は
広
島
に
赴
任
し
て
三
年
後

に
書
か
れ
た
。
本
業
の
傍
ら
、
中
学
生
対
象
の
教
科
書
を
執
筆
し

た
動
機
は
、
自
身
の
中
学
時
代
に
は
適
当
な
理
系
の
教
科
書
が
な

く
、
理
解
す
る
の
が
困
難
だ
っ
た
こ
と
と
、
化
学
の
先
生
の
熱
心

な
指
導
に
よ
り
、
化
学
の
道
へ
進
む
こ
と
を
決
め
る
に
至
っ
た
こ

と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

教
科
書
を
執
筆
す
る
に
は
、
教
え
た
い
項
目
の
取
捨
選
択
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
化
学
の
分
野
全
体
を
俯
瞰
す
る
目
と
見
識

が
必
要
な
作
業
で
あ
り
、
当
時
弱
冠
三
十
歳
の
先
生
が
こ
れ
を
成

し
得
た
こ
と
に
驚
き
の
念
を
禁
じ
得
な
い
。
さ
ら
に
五
年
後
、
教

科
書
の
内
容
を
深
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
千
二
百
ペ
ー
ジ
の
参

考
書
「
参
考
近
世
化
学
講
義
」（
７
ｃ
）
を
出
版
、
い
か
に
教
育
に
本

腰
を
入
れ
て
い
た
か
が
窺
え
る
。

ウ
ル
シ
オ
ー
ル
研
究
の
そ
の
後

　

長
先
生
と
の
研
究
に
よ
り
漆
の
成
分
の
化
学
構
造
に
見
当
を
つ

け
た
眞
島
先
生
は
、留
学
先
で
も
漆
の
研
究
を
続
け
た
。
さ
ら
に
、

最
終
的
な
構
造
決
定
に
必
須
に
な
る
は
ず
の
当
時
最
新
の
実
験
法

で
あ
っ
た
オ
ゾ
ン
分
解
、
接
触
還
元
等
の
実
験
法
を
習
得
し
、
実

験
装
置
を
持
ち
帰
っ
た
。
明
治
四
十
四
年
一
月
帰
国
。
東
北
帝
国

大
学
理
科
大
学
教
授
に
任
命
さ
れ
、
化
学
科
の
設
立
に
関
わ
り
、

そ
の
業
務
が
一
段
落
し
た
翌
四
十
五
年
初
め
ウ
ル
シ
オ
ー
ル
研
究

を
再
開
し
た
。
先
生
と
共
同
研
究
者
の
奮
闘
の
結
果
、
大
正
七
年

ま
で
に
ウ
ル
シ
オ
ー
ル
の
構
造
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

横
浜
高
等
工
業
学
校
時
代
と
そ
の
後

　

大
正
九
年
、
長
先
生
は
新
設
さ
れ
た
横
浜
高
等
工
業
学
校
に
応

用
化
学
科
の
教
授
と
し
て
赴
任
し
た
。
新
任
地
で
は
研
究
が
で
き

た
。
広
島
で
は
教
育
に
専
念
し
た
先
生
で
は
あ
る
が
、
研
究
へ
の

思
い
は
止
み
が
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
対
象
に
選
ん
だ
の
は
、
研

究
が
世
界
で
始
ま
っ
て
間
も
な
い
油
脂
で
あ
る
。

　

し
ば
ら
く
し
て
先
生
は
欧
米
諸
国
を
視
察
し
、
ド
イ
ツ
に
留
学

し
た
。
こ
の
ド
イ
ツ
留
学
中
の
大
正
十
二
年
九
月
一
日
に
起
き
た

関
東
大
震
災
が
、
先
生
の
研
究
者
と
し
て
の
将
来
を
奪
う
こ
と
に

な
っ
た
。
子
息
の
俊
英
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
震
災
で
研
究
デ
ー
タ

を
焼
失
し
て
し
ま
い
、
研
究
者
と
し
て
の
将
来
を
諦
め
、
昭
和
二

年
文
部
省
督
学
官
に
転
身
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
歯
車
が
順
調

に
回
り
出
し
た
矢
先
、
ま
た
し
て
も
の
不
運
で
あ
る
。
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昭
和
四
年
、
有
為
会
の
座
談
会
に
招
か
れ
た
先
生
は
、
当
時
米

沢
か
ら
人
材
が
出
な
く
な
っ
た
の
は
教
育
に
欠
陥
が
あ
る
か
ら
で

は
な
い
か
と
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
教
育
の
普

及
に
伴
い
、
勉
学
の
意
欲
に
乏
し
い
も
の
ま
で
が
親
に
頼
ま
れ
る

よ
う
に
し
て
高
等
教
育
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
大
学

を
出
た
ら
す
ぐ
に
要
職
に
つ
け
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
を

認
識
す
べ
き
で
あ
る
と
、
時
代
の
変
化
に
注
意
を
促
し
、
さ
ら
に

自
身
の
世
代
の
勉
学
意
欲
に
つ
い
て
触
れ
、（
廃
藩
置
県
で
俸
禄

を
失
い
貧
窮
し
た
）
士
族
の
子
弟
が
勉
学
し
て
身
を
立
て
よ
う
と

し
た
。
そ
も
そ
も
決
心
が
違
っ
て
い
た
。
親
も
応
援
し
た
が
、
そ

れ
で
も
勉
強
ば
か
り
し
て
い
ら
れ
た
訳
で
は
な
く
、
米
を
搗
い
た

り
畑
を
耕
し
た
り
、
家
の
手
伝
い
を
す
る
の
が
あ
た
り
ま
え
だ
っ

た
、
と
語
っ
て
い
る
。（
８
）　

幕
末
・
明
治
前
期
生
ま
れ
の
目
に

映
っ
た
明
治
後
期
生
ま
れ
の
像
が
興
味
深
い
。
時
代
の
大
き
な
変

化
が
見
て
取
れ
る
。

　

昭
和
七
年
、
長
先
生
は
浜
松
高
等
工
業
学
校
の
第
三
代
校
長
と

し
て
教
育
の
現
場
に
戻
っ
た
。
昭
和
十
一
年
に
は
広
島
高
等
工
業

学
校
に
移
り
、
第
二
代
校
長
と
し
て
七
年
間
厳
し
い
戦
時
体
制
下

の
高
等
教
育
に
心
を
砕
き
、
学
生
に
は
紳
士
教
育
を
徹
底
し
、
研

究
者
と
し
て
の
自
覚
と
自
学
自
習
の
態
度
の
養
成
を
力
説
、
得
点

主
義
を
排
し
、
実
力
主
義
時
代
に
適
合
す
る
人
材
の
育
成
を
主
眼

と
し
て
教
育
に
当
た
っ
た
。（
１
） 

昭
和
十
八
年
六
月
、
在
職
中
に

六
十
一
歳
で
急
逝
し
た
。
校
誌
は
「（
前
略
）
強
健
に
し
て
記
憶

力
の
正
確
、
透
徹
し
た
る
理
性
と
相
俟
っ
て
尚
将
来
に
期
待
せ
ら

る
る
処
多
大
な
る
も
の
あ
り
し
に
今
や
虚
し
。
謹
み
て
哀
悼
す
。」

と
校
長
の
死
を
悼
ん
で
い
る
。

　

こ
の
た
び
有
為
会
会
誌
へ
の
寄
稿
を
思
い
立
っ
た
の
は
、
久
保

田
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
、
ウ
ル
シ
オ
ー
ル
研
究
と
い
う
日
本
の
有

機
化
学
に
お
け
る
歴
史
的
研
究
に
、
米
沢
出
身
の
長
先
生
が
携
わ

っ
た
事
実
を
知
る
者
が
筆
者
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
、
何
も
し
な

い
と
、
郷
里
の
先
人
の
足
跡
が
埋
も
れ
て
し
ま
う
と
思
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

　

眞
島
先
生
の
下
で
、
研
究
者
と
し
て
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
長
先
生
は
、
何
事
も
な
け
れ
ば
そ
の
ま
ま
研
究
者
の
道
を
進
ん

だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
巡
り
合
わ
せ
に
よ
り
教
育
者
と
な
っ
て
そ

の
道
を
全
う
し
た
先
生
で
は
あ
る
が
、
眞
島
先
生
の
東
北
大
で
の

直
弟
子
か
ら
、
文
化
勲
章
受
章
者
二
人
を
含
む
逸
材
が
輩
出
し
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、（
９
）
も
し
最
初
の
弟
子
で
あ
る
長
先
生

が
研
究
者
の
道
を
歩
き
続
け
て
い
た
ら
、
と
の
思
い
を
禁
じ
え
な

い
。



一
一
六

会員の広場
　

最
後
に
、
資
料
の
収
集
に
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
広
島
大

学
文
書
館
、
横
浜
国
立
大
学
付
属
図
書
館
、
日
本
化
学
研
究
会
に

感
謝
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仙
台
支
部
長
・
東
北
大
学
名
誉
教
授
）

文
献
と
注

１　

松
野
良
寅
『
興
譲
館
人
國
記
』
米
沢
興
譲
館
藩
学
創
設
三
百

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会　

平
成
十
年

２　

明
治
四
十
四
年
三
月
東
北
帝
国
大
学
理
科
大
教
授
。
昭
和
八

年
一
月
大
阪
大
学
教
授
、
十
八
年
一
月
大
阪
帝
国
大
学
総
長

３　

昭
和
四
十
三
年
に
明
治
百
年
を
記
念
し
て
文
藝
春
秋
と
中
央

公
論
が
そ
れ
ぞ
れ
近
代
日
本
の
開
拓
者
百
人
を
選
ん
で
い
る

が
、
眞
島
先
生
は
そ
の
両
方
で
科
学
部
門
十
人
の
中
に
選
ば

れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
三
年
に
国
立
科
学
博
物
館
が

開
い
た
化
学
者
展
に
は
、
桜
井
錠
二
、
池
田
菊
苗
、
鈴
木
梅

太
郎
と
と
も
に
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
日
本
の
近

代
化
学
、
日
本
の
学
術
研
究
体
制
を
築
き
上
げ
た
四
人
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

４　

久
保
田
尚
志　
『
日
本
の
有
機
化
学
の
開
拓
者　

眞
島
利
行
』

東
京
化
学
同
人　

平
成
十
七
年

５　

不
揮
発
性
の
有
機
化
合
物
を
空
気
を
断
っ
て
加
熱
分
解
す
る

こ
と
。
分
解
生
成
物
を
調
べ
、
ど
の
よ
う
な
部
分
構
造
が
含

ま
れ
る
か
を
知
る
。

６   （
ａ
） 

Ｂ
ｅ
ｒ
ｉ
ｈ
ｔ
ｅ
、
四
十
巻
、
四
三
九
〇
頁 （
一
九
〇
七

年
）  

（
ｂ
）『
東
京
化
学
会
誌
』、
二
十
八
巻
、
一
二
二
五
頁

（
一
九
〇
七
年
）

７  

（
ａ
）『
普
通
教
育 

化
学
教
科
書
』：
長
俊
一
・
大
島
鎮
治
：

宝
文
館
：
明
治
四
十
三
年
、（
ｂ
）『
普
通
教
育 

化
学
教
科

書
新
訂
３
版
』：
一
九
一
二
年
、（
ｃ
）『
参
考
近
世
化
学
講

義
』：
長
俊
一
・
大
島
鎮
治
：
東
京
宝
文
館
：
大
正
三
年
、（
ｄ
）

『
化
学
要
説
高
等
受
験
参
考
』：
長
俊
一
・
市
村
秀
志
：
東
京

宝
文
館
：
大
正
三
年
、（
ｅ
） 『
普
通
教
育　

化
学
新
教
科
書 

２
版
』：
長
俊
一
・
大
島
鎮
治
：
東
京
宝
文
館
：
大
正
六
年
、

（
ｆ
）『
女
学
校
用　

化
学
新
教
科
書
』：
長
俊
一
・
大
島
鎮
治
：

東
京
宝
文
館
：
大
正
七
年

８　
『
米
澤
有
為
会
雑
誌
』　

三
八
四
号
、
一
頁
、
昭
和
四
年

９　

直
弟
子
の
大
学
教
授
十
四
名
の
う
ち
、
二
名
（
赤
堀
四
郎

　
　

阪
大
、
野
副
鉄
男　

東
北
大
）
が
文
化
勲
章
受
賞
者
で
あ

る
。
他
に
も
有
名
教
授
が
多
い
。
因
み
に
、
孫
弟
子
の
教
授

は
三
百
名
を
超
え
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
鈴
木
章
名
誉
教

授
（
北
大
）
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。　

山
形
大
工
学
部
に
も

西
鉄
之
輔
（
直
弟
子
）、
笠
原
晃
（
孫
弟
子
）、
小
原
平
太
郎

（
孫
弟
子
）
の
三
教
授
が
い
た
。


